
第 73 回 紫友まち歩き 

 番外編 第 14 回 

京都まち歩き（第 1 回） 

京都らしさ・京都御所と 

琵琶湖疎水 そして 幽界を訪ねて 

 

 第 1 回目の京都のまち歩き。仙洞御所の見学が

できるか最後の最後まで分からなかったが、結果

はすべてうまくいった。一時小雨が降ったが、ま

ち歩きには最高の天気でした。案内人のきめ細か

な案内・説明を楽しむことにしましょう。 

 

日時： 2016 年 12 月 9 日(金)～11 日(日) 

集合時間 ：9 日京都駅 10：00 

集合場所：ＪＲ京都駅中央口（烏丸七条） 

参加者：18 名参加（10 日夕から 19 名） 

案内人：今西光男さん(018) 

京町家（まちや）手配：柴田知彦さん(017) 

 懇親会：12 月 9 日「宿泊の京町家で」、 

     12 月 10 日「温石左近太郎本店」 

 

＜まち歩き＞： 

■まち歩き行程 

12 月 9 日：京都駅 → 京都御苑（京都御所、仙

洞御所、迎賓館）→ 室町通、今出川通、相国寺、

出雲路幸神社、阿弥陀寺のまち歩き → 京町家で

懇親会 

12 月 10 日：坂本駅 → 日吉大社と周辺の石積み

のまちを見学 →「鶴喜そば」で昼食→琵琶湖疎

水取入れ口見学 → 上栄町駅から蹴上駅へ → 

蹴上疎水見学 → 無鄰菴 → 高瀬川「一之舟入」

→ 懇親会 

12 月 11 日：京町家周辺見学 → 知恩院 → 丸山

公園 → いもぼう本店で昼食 → 東山の幽界め

ぐり（安井金毘羅宮、崇徳天皇陵、六道珍皇寺）

→ 高瀬川に沿って歩く → 渉成園 → 京都駅地

下街で懇親会 → 京都駅で解散 

歩数：（武馬さんの歩数計で）12 月 9 日は約 25,300

歩、10 日は約 24,500 歩、11 日は約 22,900 歩でし

た。3 日間合計で約 72,700 歩（ 約 50km ）。 

＜懇親会＞： 

参加者 ：18 名（10 日は＋1 名） 

 

＜スタート＞ 

写真を見ながら楽しんでください。写真協力は、

武馬さん、田中さんと小林です。 

 

12 月 9 日（金曜） 

京都駅中央口（烏丸七条）地下 1 階キャリーサー

ビス前に 10：00 集合。荷物を京町家に送っても

らう手続きをして身軽になり、まち歩きがスター

ト。 

 

①  京都御苑に向けて 

午前 10 時半、地下鉄で丸太町駅で降り、京都御

苑へ入る。 

＜御苑説明＞ 

東西 700、南北 1300 ㍍。皇族、公家の家が「九

門の内」にある。明治になり公家たちも東京へ移

ったため、廃屋となり狐がうろついていた。槇村

正直府知事が、京都復興に尽力した。明治 4 年に

西本願寺で日本での初めての博覧会が開催され

たが、その後、御所跡をメイン会場に明治 13 年

まで毎年開催された。明治 10 年明治天皇が 8 年

ぶりに戻り、西南戦争もあり、長期滞在。12 年

間、内帑金（ないどきん）を出し、これで荒廃す

る内裏の 9 門を外郭に移し、京都御苑として整備

した。 

 

 

11 時少し前から仙洞御所前で並び、無事 13：30

からの整理券をもらえた。 



 

迎賓館見学の整理券も同時に並び、18 人分を確

保できた。しかし、15：00 集合、15：30 からの

遅めの時間でのガイド付きのため、案内人は迎賓

館見学と当初のまち歩きチームの二手に分ける

ことで解決。これで御苑での見学準備が終了。京

都御所の表鬼門に当たる猿の辻を見学しながら、

京都御所の入り口に向かう。 

 
 

② 京都御所 

一般公開の京都御所を各自見学。御車寄、新御車

寄、紫宸殿、清涼殿、小御所、蹴鞠の庭、御学問

所、御池庭、御内庭や御常御殿を順に見学した。 

 

紫宸殿の建物はよく見えたが、内部は薄暗く高御

座や御帳台はよく見えない。 

③ 昼食 

御苑内のレストランで昼食。九条ネギたっぷりう

どんのネギ定食（980 円）を食べる人が多い。 

 

13：10 に仙洞（せんとう）御所前集合。 

 

④ 仙洞御所 

ビデオでの説明の後、ガイド付きで仙洞御所を 1

時間ほど見学。仙洞御所は、皇位を退かれた天皇

（上皇や院）の御所。大宮御所は、皇太后の御所。

1627 年、3 代将軍・徳川家光により後水尾上皇の

隠居所として造営が始まり、以来現在の地に定ま

った。 

 



大宮御所の御車寄前での集合後、六枚橋、阿古瀬

渕を見て北池を時計回りに歩く。 

 

紅葉橋を渡り、紅葉山を通り過ぎ、南池の石橋で

ジグザグの八つ橋を渡る。 

 

 

 

醒花亭（せいかてい）を見て、「一升石」の別名を

持つ楕円形で平べったい 11 万 1 千個ほどの小石

を敷き詰めた洲浜を見る。洲浜には 10 人ほどの

人が落ち葉を拾い、小石の詰め直しをしていた。 

 

 

⑤ 京都迎賓館 

見学者からの感想です。 

＊いかにも外国人が好みそうな日本風建築でし

た。でもこれは和風建築ではないような気がしま

した。一度は見ておきたいと思って見学した甲斐

はありましたが、何度でも行きたいとは思いませ

んでした。 

＊設計するより客となって接待されたい・・ある

建築家の感想です。 

玄関や廊下の黒い板を張った軒裏は、安手の建物

イメージ・・ある建築家の皮肉です。 

 

⑥ 室町通、今出川通、相国寺、出雲路幸神社、

阿弥陀寺のまち歩き 

16：30 の集合場所を決めて、迎賓館見学チーム

と別れ、14：30 頃よりまち歩きに出発。蛤御門

の銃痕跡を見て、京都放送本社横より室町通を北

上。一条通との十字路から「とらや京都一条店」

や「本田味噌本店」を外から見る。室町通を北上

しながら図子を見る。今出川通の足利将軍室町第

跡の碑を見る。同志社大学入口少し右手に南蛮寺

の礎石類を見る。 

 



相国寺南門から入って右側に賀茂川から取水し

た禁裏用水跡の溝を見る。 

 

薩摩藩戦死者墓を見、伏見宮墓地を塀越しにのぞ

く。出雲の阿国が巫女をしたという出雲路幸神社

（さちのかみのやしろ）を見る。 

 

織田信長墓がある阿弥陀寺（清玉上人が信長の遺

体を運んだ）を見る。 

漬物の「野呂本店」で夜のつまみを購入する。さ

らに、「満寿形屋」で極上鯖寿司 5 本購入、「ふた

ば」の豆餅 18 個購入する。 

 

＜住所の表記則＞ 

＊南北の通りに面した場所 

南北の△△通に面し、東西の○○通から北に進ん

だところにある場所は「△△通○○上ル（上る）」

であり、○○通から南に進んだところにある場所

は「△△通○○下ル（下る）」である。「上ル」「下

ル」はそれぞれ「あがる」「さがる」と読む。 

＊東西の通りに面した場所 

東西の□□通に面し、南北の××通から東に進ん

だところにある場所は「□□通××東入」であり、

××通から西に進んだところにある場所は「□□

通××西入」である。「東入」「西入」はそれぞれ

「ひがしいる」「にしいる」と読む。 

＜図子（ずし）（辻子）と 路地（ろーじ）＞ 

地割の内部にアクセスするため、路地が作られる。

多くは袋小路で、表の通りから路地への入り口に

は、門が設けられたり住民の表札が掲げられたり

することがよくある。袋小路の路地の突き当たり

を貫通させ、通路として開放したものを図子（辻

子とも表記する）と呼ぶ。路地と異なり、一般の

通り抜けが認められている。 

 

⑦ 迎賓館チームと出町柳入り口で合流 

妙音弁財天を外からだけ眺め、鴨川（賀茂川と高

野川が合流）を渡り出町柳駅から京阪三条駅へ電

車移動し、銭湯の場所を確認するため歩いて古川

町商店街の京町家へ向かう。今回は 18 人の仲間

のため 3 つの京町家を確保している。 

 

⑧ 懇親会 

懇親会前に銭湯柳湯に行って疲れを落とす。ビー

ル、酒、ワイン、水などを大量購入し、仕出し会

席弁当（松茂の 4000 円の弁当を手配）で大宴会。 

 

 



 
2 次会は別の京町家に全員参加で継続。 

 

12 月 10 日（土曜） 

朝食を各自とり、地下鉄東西線東山駅前で集合。

京町家の一つを写真に撮る。 

 

 

① 日吉大社 

浜大津で乗り換え、坂本駅で下車し、京の都の表

鬼門（北東）である比叡山の裾にある日吉大社を

見学。今回比叡山と延暦寺には行かなかった。 

伝教大師最澄誕生の生源寺を見学。 

 

 

 

律院を参拝しながら、山王祭のとき 4 つの神輿が

置かれる大政所の前から二宮橋の隣の橋を渡り、

東受付から入る。 

 

東本宮参道にある岩は猿石と呼ばれている。東本

宮を見学。 

 

三宮遥拝所と牛尾宮遥拝所、白山宮、宇佐宮を見

て、西本宮を見る。 

 

西本宮楼門（屋根下四隅には猿の彫刻（棟持猿））、

「魔が去る」「勝る」に通じる神猿（まさる）、神

馬、神仏習合の信仰を表す独特の山型の山王鳥居

（合掌鳥居）を見る。 



 

重要文化財の大宮橋、走井元三大師堂等をじっく

りと見学。 

 

＜日吉大社＞ 

およそ 2100 年前、崇神天皇７年に創祀された、

全国 3800 余の日吉・日枝・山王神社の総本宮。

平安京遷都の際には、この地が都の表鬼門（北東）

にあたることから、都の魔除・災難除を祈る社と

して、また伝教大師が比叡山に延暦寺を開かれて

よりは天台宗の護法神として多くの方から崇敬

を受け、今日に至っている。 

 

石積みの石垣が落ち着いた雰囲気を出している

道を通り、桓武天皇供養塔を右に見て、天海大僧

正の廟である慈眼堂を抜けると、坂から琵琶湖が

一望できる。 

 

 

滋賀院門跡を見ると僧侶の城のように見える。 

 

＜天下三不如意＞ 

『平家物語』の巻一には、白河法皇が「賀茂河の

水、双六の賽、山法師、是ぞわが心にかなわぬも

の」と嘆いたという逸話がある。「山法師」とは、

勝手な理由にかこつけては日吉山王社の神輿を

担いで都に雪崩れ込み強訴を繰り返した比叡山

延暦寺の僧衆（僧兵）のことである。「山法師」

は名目こそは「神意」であってもその実は「政治」

に他ならなかった。既成の優遇措置を朝廷が他の

寺社にも与えようとしたり、寄進された荘園を国

司が横領しようとしたりするたびに、延暦寺は山

王社の暴れ神輿を盾に、公卿百官を力で捻じ伏せ

ていたのである。「天下三不如意」の真意は、こ

の延暦寺に対して打つ手もなく苦悶する白河法

皇の姿にある。 

 

② 昼食 

午前 11 時予約の「鶴喜そば」で昼食。かやく飯

とかけそばのセットで 1080 円。飲み物は各自で

頼む。 

 

 



③ 琵琶湖疎水取入れ口見学 

午前 11 時 45 分坂本発で三井寺下車。琵琶湖疎水

入口を観る。 

 

 
三井寺見学は時間の都合でスキップ。 

長等神社で馬好きの記念写真を撮る。 

 

堅田源兵衛の首という碑が気になる。 

＜堅田源兵衛親子＞ 

蓮如上人は比叡山延暦寺衆徒から親鸞聖人の真

影（木像）を守るため、比叡山と対立する三井寺

にその真影を預けた。その後、文明十二年（１４

８０）山科本願寺が建立されて、いよいよ預けた

真影を戻そうと門徒衆が三井寺を訪ねた。ところ

が三井寺は「真影を戻したければ、人間の生首二

つ持ってこい」という難題を持ち出した。これを

聞いた蓮如上人は日夜心を痛めた。光徳寺の門徒

で、源右衛門、源兵衛という漁師の親子がいた。

この難題を聞いたふたりは、自らの首を差し出す

ことと決意した。「如来大悲の恩徳は、身を粉に

しても報ずべし。師主知識の恩徳も、ほねをくだ

きても謝すべし（恩徳讃）」の決意である。 

父源右衛門は息子源兵衛の首を持ち三井寺に出

向いたが、「いまひとつ、首が足りない」と詰め

寄る。もとより覚悟の源右衛門は「いまひとつは、

このわしの首を取ってくれ」。三井寺は、親子の

殉教心に感じ入り、真影と源兵衛の首を返してく

れた。 

 

④ 蹴上疎水見学 

午後 1 時 5 分、上栄町駅から京阪大津線に乗り、

1 時 35 分蹴上駅で下車。 

 

疎水出口、 

 

インクライン跡、 

 

南禅寺境内の水路閣を見て、疎水記念館へ入場。

疎水記念館の説明では、「疎水」とは他のところ

から水を引く目的で作られた水路のこととあっ

た。 



 

 

平成元年に琵琶湖疎水竣工 100 周年を記念して

この疎水記念館を開館。第 3 代京都府知事北垣国

道や田邉朔朗博士などにより推進、造られた。 

 

⑤ 無鄰菴 

山縣有朋ゆかりの別荘、無鄰菴でお茶(400 円）

を飲む人もいた。ここは琵琶湖疎水の水を引いた

流れと東山との対比が良いという。 

 

 

芝生だけでなく苔も庭を自然さながらのように

している。 

 

山縣、伊藤、桂、小村の 4 人での日露開戦直前の

会議の場（洋館 2 階）でもある。 

 

⑥ 高瀬川 

疎水べりから、仁王門通を経て本因坊ゆかりの寂

光寺横を通り、川端二条橋を渡り、鴨川西岸、高

瀬川分岐点まで散策。 

 

 

島津製作所創業記念資料館は時間切れで入れず。 

 

鴨川西岸旧庭園（角倉了以ゆかり・高瀬川の取り

入れ口）、「一之舟入」を見学しながら、本日合流

する一人を待つ。 

 
「がんこ高瀬川二条苑」の庭を見る。高瀬川への

水取口であり、みそそぎ川の水が庭を通って流れ

ていく。 



 

※この付近の鴨川は 4 本の流れになる。西から高

瀬川、みそそぎ川（二条大橋北で顔を出し、五条

大橋まで）、鴨川本流、疎水（七条まで地下暗渠

になった）。川床はみそそぎ川の上に作る。 

 

⑦ 懇親会 

温石左近太郎本店で 2 度目の懇親会。まち歩きの

忘年会にもなっている。 

 

午後 8 時前、お開き。銭湯に行き、二次会などで

さらに懇親を深める。 

 

12 月 11 日（日曜）【幽界めぐり】 

① 近場の見学と知恩院見学 

京町家で記念写真を撮る。 

 

午前 9 時京町家発。白川の一本橋（行者橋）、明

智光秀首塚などを経て、知恩院へ。 

 

七不思議の瓜生石を見て、黒門から華頂山知恩院

に入る。 

 
読経を聞きながら奥に進み、七不思議の大杓子、

抜け雀や三方面真向の猫を見て、大方丈・小方丈

に面した方丈庭園を見学。京都の一望は素晴らし

く、千姫の墓などを見る。 

 

法然上人の御廟を見る。 

 



改修中の「御影堂」の脇を通り、友禅苑も見学。

巨大な三門を最後に丸山公園へ移動。 

 

② 丸山公園 

丸山公園は京都の最初の都市公園。坂本龍馬と中

岡慎太郎像を見る。 

 

 

＜円山公園＞ 

明治 4(1871)年の上知令、廃仏毀釈で寺社境内地

が召し上げられ、東京の浅草寺（浅草公園）、寛

永寺（上野公園）とともに、京都の八坂神社・安

養寺、長楽寺境内は円山公園になった（1886 年）。 

 

③ 昼食 

円山公園内の「いもぼう本店」。海老芋と棒鱈の

みの料理（2700 円）。 

 

「いもぼう」は「本家」と「本店」があり、清張

「顔」にゆかりの方は、「本店」と看板には書い

てあったが。 

 

④ 東山の幽界めぐり 

正午過ぎ、祇園下川原の石塀小路、八坂の五重塔

を遠くに見て、ここから東山の幽界めぐり。 

 

安井金毘羅宮の縁切り縁結び碑（巨石）の穴くぐ

りを見、 

 

 

祇園女紅場（にょこうば）（歌舞練場）裏の怨霊伝

説のある崇徳天皇陵と奥の阿波内侍(あわのない

し)五輪塔を見る。 

 

 

建仁寺境内を経て、六道珍皇寺で六道の辻や小野

篁冥土通いの井戸を窓越しに見たり、閻魔大王の

人形を買ったりした。 



 

 

 

＜六道とは＞ 

「六道」とは、仏教の教義でいう地獄道・餓鬼道・

畜生道・修羅（阿修羅）道・人道（人間）・天道

の六種の冥界をいい、人は因果応報により、死後

はこの六道を輪廻転生する（生死を繰返しながら

流転する）という。この六道の分岐点で、いわゆ

るこの世とあの世の境（接点）の辻が、古来より

当寺の境内あたりであるといわれ、冥界への入口

とも信じられてきた。 

 

＜小野 篁（おののたかむら）＞ 

嵯峨上皇の怒りにふれて隠岐に流罪されたこと

もある。なぜか閻魔王宮の役人ともいわれ、昼は

朝廷に出仕し、夜は閻魔庁につとめていたという

奇怪な伝説がある。隠岐に流罪された時に詠んだ

歌（百人一首）、 

わたの原 八十島(やそしま)かけて 漕ぎ出でぬと 

  人には告げよ 海人(あま)の釣り舟 

 

「みなとや幽霊子育飴本舗」の前を行き、六波羅

蜜寺の空也上人立像や平清盛坐像を見学。 

 

 

⑤ 高瀬川に沿って歩く 

松原通から花街・宮川町へ。路地に工房、小物シ

ョップが集まった「あじき小路」を見る。 

 

五条大橋を渡り、赤線跡の「五条楽園」へ。任天

堂発祥の地や正面通の橋などをみる。 

 

⑥ 渉成園 

東本願寺枳殻（きこく）邸（現・渉成園）へ入園

し、疎水を引き込んだ庭園を見る。正面には四角

や丸など遊び感たっぷりの高石垣。 

 

 

二つの橋、回棹廊（かいとうろう）と侵雪橋。 



 

 

 

印月池、源 融（みなもとのとおる）ゆかりの塔、

傍花閣などを見学。 

 
 

印月池には昔は高瀬川から水を引いていたそう

だが、明治に入り琵琶湖疏水が開通すると、東本

願寺の火防噴水用に蹴上から専用の鉄管で疎水

の水がひかれ利用している。二つの島は豊臣秀吉

が築かせた「御土居」の跡という説もある。飯店、

茶店、酒店の三席が園内にあるのは珍しいという。 

 

＜渉成園＞ 

1641 年、徳川家光によって現在の土地が寄進さ

れ、さらに、1653 年、本願寺第 13 代宣如上人の

願いによって石川丈山が作庭。 

 

⑦ 解散と最後の懇親会 

塩小路通を歩き、午後 4 時過ぎに京都駅前に着き、

一応解散。希望者だけ、さらに幽界（バラック飲

食街「リド飲食街」）で打ち上げ予定だったが、

日曜のためか閉まっていた。 

 

 

駅に戻り蕎麦屋で最後の懇親。各自 時間に合わ

せて帰る。お疲れさまでした。 


